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ＪＲ東日本の概要

利用人員

駅数

営業キロ

取扱い収入
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＝「駅」



「鉄道運行情報」の提供について「鉄道運行情報」の提供について
【情報センター設置時期】19991999年年77月月

【提供範囲】 ＪＲ東日本管内全域；東北・信越・関東・長距離・新幹線ＪＲ東日本管内全域；東北・信越・関東・長距離・新幹線

【提供先】

閲覧 ○インターネットインターネット ：当社ＨＰ：当社ＨＰ( ( www.www.jreastjreast.co..co.jpjp))「「列車運行情報サービス」列車運行情報サービス」

ｱｸｾｽ人数 平均約2.7万人／日・最多約19万人／日（1月27日・大雪）

○○一般プロバイダ：「駅前探検倶楽部」一般プロバイダ：「駅前探検倶楽部」

「ＹＡＨＯＯ！「ＹＡＨＯＯ！JAPANJAPAN」→」→路線路線

○○ＢＳデジタルデータ放送：日本放送協会ＢＳデジタルデータ放送：日本放送協会

○○携帯電話携帯電話 ：鉄道運行情報〔ｉモード（ﾄﾞｺﾓ）、Ｊ－ｓｋｙ（：鉄道運行情報〔ｉモード（ﾄﾞｺﾓ）、Ｊ－ｓｋｙ（JJﾌｫﾝ）、Ｅｚﾌｫﾝ）、Ｅｚweb(au)web(au)他〕他〕

ｱｸｾｽ人数 平均約2.5～3万人／日・最多約 19～26万人／日（1月27日・大雪）

ﾒｰﾙ通知

普段利用する線区を登録しておくと、その線区で障害発生の都度お客さまの携
帯電話へメールしてお知らせするサービス

登録者数約11,000人（2001年5月現在）
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BSBSデジタル放送への「鉄道運行情報」の提供デジタル放送への「鉄道運行情報」の提供
画像提供

NHK

平常通り運転
している場合
（東北地方の例）

事故が発生した場合
（首都圏の例）

災害等多数の線区にて
事故が発生した場合
（イメージ図）



駅の機能

従来エリア

従来は鉄道機能が主体

今後は、生活サービス機能も重要な要素、

移動のための通過点から目的地としての駅へ

生活サービス機能
ショッピング街

関連事業
•構内事業・駅ビル都市機能

公共施設

合築駅
•コミュニティｾﾝﾀｰ
•観光案内所
•図書館

○○駅

鉄道機能
•駅前広場
•出改札設備
•乗降場設備 等

交通機能
自動車、他鉄道

バス、自転車



“駅設備の改善”コンセプト：「ｱｸｾｼﾌﾞﾙ（ｱｸｾｽの容易）な駅」
○具体的には、

「動きやすい」「使いやすい」「わかりやすい」「安全な」駅の構築

““駅設備の改善駅設備の改善””コンセプトコンセプト ：：「ｱｸｾｼﾌﾞﾙ（ｱｸｾｽの容易）な駅」「ｱｸｾｼﾌﾞﾙ（ｱｸｾｽの容易）な駅」
○○具体的には、具体的には、

「動きやすい」「使いやすい」「わかりやすい」「安全な」駅の構築「動きやすい」「使いやすい」「わかりやすい」「安全な」駅の構築

駅設備の改善

出改札機器
・ICｶｰﾄﾞ対応
・券売機ﾘｻｲｸﾙ

出改札機器
・ICｶｰﾄﾞ対応
・券売機ﾘｻｲｸﾙ

○
○

ｴｽｶﾚｰﾀｰ
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ
ｴｽｶﾚｰﾀｰ
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

面開発面開発

駅ﾄｲﾚ駅ﾄｲﾚ

駅サイン駅サイン

《駅》

清潔な駅づくり清潔な駅づくり

駅舎等の耐震補強
駅防災設備
駅舎等の耐震補強
駅防災設備



出改札システム

マルス









自動改札機によるカード処理比較
機械による自動搬送

人間が手に持って移動
処理時間 0.１秒

自動改札機が
最難関技術
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処理時間 0.7秒

投入から放出まで

ＩＣカードとＲ／Ｗ間



l 磁気式システムとの共存性
•既存システムとの共存

l 磁気式システムと同等以上の通過性能
•通過人数／時間

l 磁気式システムと同等以上の信頼性
•改札機の通過を阻害する率 (通過阻害率)

l 新しいサービス
•大きな記憶容量、高いセキュリティの活用

フィージビリティ･スタディが必要

ＩＣカードシステムに要求される条件



ICカードと
読み取り機
の開発

基礎開発

３次
開発

9292 9393 9494 9595 9696 9797

読み取り機を
自動改札に取り込む

ICカード対応改札機の開発

トータル
システム
の開発

２次
開発

１次
開発

87 to 91 9898 99 to 01

周辺機器
の開発

ＪＲ東日本の鉄道用ＩＣカード開発の経緯

第
１
次
試
験

第
２
次
試
験

第
３
次
試
験評

価

実
用
化
シ
ス
テ
ム



ＪＲ東日本のＪＲ東日本のICICカードに関わるフィールド試験カードに関わるフィールド試験

項目 第一次試験 第二次試験 第三次試験

試験期間
1994.02.14～

1994.03.15
(1 ヶ月 )

1995.04.03～
1995.10.02

(6 ヶ月 )

1997.04.21～
1997.11.25

(7 ヶ月 )

試験規模
8 駅 9 ｺｰﾅｰ

18 通路
ﾓﾆﾀｰ数約 400 名

13 駅 14 ｺｰﾅｰ
30 通路

ﾓﾆﾀｰ数約 700 名

12 駅 15 ｺｰﾅｰ
32 通路

ﾓﾆﾀｰ数約 800 名

通信速度 70kbps 250kbps 250kbps

カード運用 かざす かざす ﾀｯﾁｱﾝﾄﾞｺﾞｰ

全通信数 29,900 回 176,000 回 174,000 回

通過阻害率
(磁気システム比 )

20 倍以上 約 4 倍 同等



タッチ

ゴーゴー

タッチタッチ

ICカードの通信範囲は
目に見えないため、わかりにくい

「かざす」から
　「触れる」へ

通信範囲

タッチ　アンド　ゴータッチ　アンド　ゴー



•１．システムチェンジ
キャッシュレス化・
チケットレス化による
駅業務のスリム化

ICｶｰﾄﾞ出改札ｼｽﾃﾑ導入のコンセプト

•３．サービスアップ
–煩わしさからの解放
–共通乗車券化
–駅構内への利用拡大

•２．コストダウン
機器台数減と
ﾒｶﾆｶﾙ部減による
駅設備のスリム化

•５．ビジネスチャンス

•４．セキュリティアップ



導入の基本的な考え方

導入効果の早期実現

磁気券からＩＣカードへの移行の促進

対象エリア一斉導入

カードホルダーの増加に合わせて台数拡大

マルチモーダル化の推進



自動改札機と簡易Suica改札機の比較

自動改札機 簡易Suica改札機

イメージ図

設置駅

取扱い券種

既設駅（約３５０駅）

Suica・磁気券兼用

自動改札未設置駅（約１１０駅）

Suica専用



ＩＣカード出改札システムの導入範囲
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・ロイコリライト方式を採用

・全面に印字可能

・文字色：青 地色：銀

・リライト回数：60回以上→1ヶ月定期で5年間使用を想定

・耐熱性：100度の温水で2秒、90度の温水で10秒

Ｓｕｉｃａ定期券のＳｕｉｃａ定期券のリライト機能



Suica用携帯表示器

・残額、利用履歴等を表示。通常の使用で電池寿命約1年。

・カードと同サイズ（厚さは約7mm）。小型軽量。

・サービス提供エリアの

外の駅で乗越し精算の

際、及び車掌の車内改

札の際に使用。

・読み取り専用。

書き込み不可。



従来サービスの概要

乗車(自動改札入場) 下車(自動改札出場)

定期区間外

大宮

定期区間外

渋谷

定期区間

切符 精算定期

３枚の乗車券類が必要３枚の乗車券類が必要

新宿 赤羽



乗車(自動改札入場) 下車(自動改札出場)

定期券のイオカード機能組込による自動精算イメージ

定期区間外定期区間外 定期区間

切符 精算定期

乗車券の１枚化
(定期区間外の不足運賃はイオカード機能により差引)

乗車券の１枚化
(定期区間外の不足運賃はイオカード機能により差引)

自動精算機能

定期＋イオカード機能定期＋イオカード機能

大宮渋谷 新宿 赤羽

新たなサービスの概要



Suica出改札システム概要

自動改札機

マルス

全通路Suica・磁気共用化

Ｓｕｉｃａ
駅サーバー

定期券発売機 カード発売機 のりこし精算機 自動券売機

窓口精算機

Ｓｕｉｃａｾﾝﾀｰｻｰﾊﾞｰ

不正使用の防止
使用履歴の管理
定期券の再発行

Ｓｕｉｃａ
ネットワーク

簡易Suica改札機Suica発行機 入金機 自動券売機
(入金機）

自動改札機導入駅

簡易Suica改札機導入駅



モニターテストの概要

• 実施線区
– 埼京線（恵比寿～川越間）

• 連絡改札口と他社委託の改札口を除くすべての
自動改札機をＳｕｉｃａ対応とします。

• その他の機器（券売機、精算機等）については、
一部をＳｕｉｃａ対応とします。

• 実施期間
– 2001年4月8日～7月8日

• 募集人員
– 一般公募により10,000人を募集します。

• Suica定期券　約8,500人
• Suicaイオカード　約1,500人

川
越

南
古
谷
指
扇 日
進

大宮
北与野
与野本町
南与野
中浦和
武蔵浦和
北戸田
戸田
戸田公園
浮間舟渡
北赤羽
赤羽
十条
板橋

池袋
目白
高田馬場
新大久保

新宿
代々木
原宿

渋谷
恵比寿

一部山手線の並行区間・
川越線（日進～川越間）
を含みます。



本導入時のサービス等の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     平成 13 年 1 月現在

Suica 定期券

定期券にイオカード機能を付加した IC ｶｰﾄﾞ

Suicaイオカード

イオカードﾞをIC ｶｰﾄﾞ化したもの

◎総論
ご利用者 券面記載のご本人のみ －
券面仕様 現行定期券と同様の印字あり。リライト可能 －
取扱エリア 「東京近郊区間」内の全駅（無人駅を含む）
デポジット デポジット額：１枚につき５００円（使い捨て防止効果を考慮し設定）

チャージ
（ご入金）

◆方法  　  現金又はビューカードのクレジット機能によります
◆限度額  １回当たり 最高 10,000 円まで、カード内のチャージ残高は最高20,000円まで可能
◆取扱機器  駅の券売機、カード発売機、のりこし精算機

ご利用枚数 １枚使用を原則。（複数枚の同時利用は対応していません）
◎発売

発売箇所
◆駅のみどりの窓口［東京近郊区間内］
◆定期券発売機    ［     〃       ］

◆駅の主な窓口［東京近郊区間内］
◆カード発売機 ［     〃       ］

発売方法
◆氏名・生年月日・性別を登録。
 （再発行サービスに必要なため）
◆残額は０円で発売

◆デポジット込み２０００円カード１種類を
発売

磁気式乗車

券類の購入

ｲｵｶｰﾄﾞと同様に券売機で発売している乗車券類（乗車券・特急券・グリーン券等）は購入可能

◎再発行

紛失再発行 可
［手数料（1,000 円）、デポジット（500 円）が必要］

－

※モニターテスト時は、一部（サービス内容が）異なります。



・ＳｕｉｃａとＶｉｅｗの一体化
・Ｓｕｉｃａと「電子マネー」による
ｷｬｯｼｭﾚｽ化

最大の課題：ＩＣｶｰﾄﾞｲﾝﾌﾗの整備

Ｓｕｉｃａの特徴：世界的大規模ＩＣｶｰﾄﾞｼｽﾃﾑ
・大規模ＩＣカードインフラの整備
・大量ＩＣカードホルダー
・大規模ＩＣカードシステムのノウハウ蓄積

２００１年「Ｓｕｉｃａ」導入

・公民鉄との共通化
・在来線（首都圏外）へのＳｕｉｃａ導入
・新幹線へのＳｕｉｃａ導入

①Ｓｕｉｃａ鉄道機能の充実
→Ｓｕｉｃａエリアの拡大

②Ｓｕｉｃａインフラの活用
→400万人ﾎﾙﾀﾞｰによる
ﾁｹｯﾄﾚｽ・ｷｬｯｼｭﾚｽ

・ﾓﾊﾞｲﾙ端末の活用
（鉄道機能＋決済機能）
･ｺﾝﾃﾝﾂ付加

　

③社会ｲﾝﾌﾗ利用による
Ｓｕｉｃａの展開
→新規事業の展開

「鉄道ＩＣカード（Ｓｕｉｃａ）」を中心として
順次拡大

ICカード（Ｓｕｉｃａ）の今後の展開の考え方



Ｓｕｉｃａの物販利用

ニュービジネスニュービジネス

2001

イ
ン
フ
ラ
の
活
用

電子マネー

インターネット発券

ビューカードとの

時間

Ｓｕｉｃａの展開Ｓｕｉｃａの展開

Suica(定期+SF）

公民鉄との

ﾁｹｯﾄﾚｽ・ｷｬｯｼｭﾚｽﾁｹｯﾄﾚｽ・ｷｬｯｼｭﾚｽ

モバイルビジネス

他業種との連携

事業

「ＩＴビジネス推進ﾌﾟﾛｼｪ゙ｸﾄ」

ＩＣカードシステム

体制で強力に推進

一体化新幹線への

指定券
予約

（えきねっと）

インターネット
モール

当社
Webページ

共通化

拡大

電子商取引
（ＢｔｏＢ）

ＪＲ東日本のITビジネス展開イメージ




